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「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
一
号
（
令
和
二
年
三
月
刊
）

1

　問
題
の
所
在

　

わ
が
国
の
郷
土
教
育
運
動
は
、
昭
和
五
年
に
当
時
の
文
部
省
に
よ
り
補
助
金

が
出
さ
れ
る
な
ど
、
昭
和
初
期
に
隆
盛
を
極
め
た
。
そ
の
実
態
を
検
討
し
た
桑

原
正
雄
（
一
九
五
七
）
は
、「「
郷
土
科
」
を
特
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
か
な
り
ば
ら
ば
ら
で
足
な
み
も
そ
ろ
っ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
郷
土
教
育
は
時
代
の
風
潮
と
し
て
相
当
な
た
か
ま
り
を
見

せ
て
い
た
こ
と
」（
一
一
二
頁
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
郷
土
教
育

運
動
は
「
郷
土
科
」
な
ど
を
特
設
し
て
展
開
さ
れ
た
り
、
既
存
の
教
科
を
郷
土

化
・
地
方
化
し
て
い
く
方
向
性
で
展
開
さ
れ
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

展
開
の
中
で
、
熱
心
に
行
わ
れ
た
営
み
が
「
郷
土
読
本
」
の
編
纂
で
あ
る
。
と

く
に
、
国
語
教
育
と
の
連
関
の
中
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
主
と
し
て
編
纂
さ
れ

た
も
の
に
、「
郷
土
国
語
読
本
」
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
保
科

孝
一
（
一
九
三
二
）
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
通
り
、
当
時
郷
土
教
材
の

必
要
性
が
訴
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
日
の
ご
と
き
教
科
書
を
専
用
す
る
場
合
に
は
、
教
育
の
地
方
的
色
彩

が
乏
し
く
て
、
な
ん
ら
の
特
徴
も
な
い
き
わ
め
て
平
淡
な
も
の
に
な
つ
て

し
ま
う
恐
が
あ
る
。
愛
國
の
精
神
を
高
め
る
に
は
ま
ず
そ
れ
に
先
立
つ
て

愛
鄕
の
精
神
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
國
語
教
育
の
重
大
な
使

命
で
あ
る
以
上
、
鄕
土
教
材
に
重
き
を
お
く
の
必
要
は
ふ
か
く
論
ず
る
ま

で
も
な
い
（
八
〇
～
八
一
頁
）

　

国
語
教
育
学
研
究
に
お
い
て
郷
土
教
育
の
実
態
を
検
討
し
た
も
の
に
は
、
久

保
田
英
助
（
二
〇
〇
四
）、
出
雲
俊
江
（
二
〇
一
六
）
な
ど
主
要
な
実
践
家
の
一

人
と
し
て
峰
地
光
重
に
着
目
し
、
生
活
綴
方
と
の
関
連
な
ど
の
観
点
か
ら
明
ら

か
に
し
た
も
の
が
あ
る
。
た
だ
、
郷
土
国
語
読
本
の
営
み
に
着
目
し
た
研
究
は
、

池
田
匡
史
・
橋
本
亜
由
奈
（
二
〇
一
七
）
を
除
い
て
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。

池
田
・
橋
本
で
は
、
愛
媛
県
の
余
土
尋
常
高
等
小
学
校
に
よ
る
郷
土
国
語
読
本

の
編
纂
の
営
み
が
、
第
三
期
国
定
国
語
教
科
書
と
の
関
連
か
ら
検
討
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
た
言
語
的
側
面
と
し
て
の
特
徴
を
稿
者
に
よ
っ
て
整
理

す
る
と
、
次
の
四
点
に
な
る
。
①
読
本
は
文
学
的
な
色
彩
が
薄
く
、
文
学
的
教

材
の
比
重
が
重
い
と
さ
れ
た₁
国
定
国
語
教
科
書
と
補
完
し
合
う
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
、
②
読
本
と
し
て
の
性
格
を
与
え
る
た
め
に
、
教
訓
等
を
直
接
与
え
な
い

よ
う
な
、
共
感
的
理
解
を
促
す
よ
う
な
文
体
で
あ
る
こ
と
、
③
綴
り
方
、
話
し

昭
和
初
期
郷
土
教
育
運
動
に
お
け
る
郷
土
国
語
読
本
の
編
纂

︱
︱
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
﹃
德
田
校　

郷
土
國
語
讀
本
﹄
を
中
心
に
︱
︱

池

　田

　匡

　史
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方
指
導
と
の
関
連
か
ら
、
児
童
に
擬
し
た
書
き
手
に
よ
る
文
章
や
、
対
話
の
体

裁
を
と
っ
た
文
章
を
掲
載
し
、
範
文
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
④

方
言
は
排
除
さ
れ
ず
、
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
余
土
尋
常
高
等
小
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
一
例
の
み
で
は
、

こ
れ
ら
の
特
徴
が
当
時
の
郷
土
国
語
読
本
全
体
の
傾
向
や
特
徴
を
表
し
て
い
る

の
か
、
さ
ら
な
る
事
例
の
検
討
を
、
郷
土
読
本
の
編
纂
に
関
す
る
議
論
に
照
ら

し
な
が
ら
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
他
の
郷
土
国

語
読
本
の
内
実
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
国
語
読
本
の
編
纂
と
い
う
展
開

の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

2

　研
究
の
方
法

　

上
記
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
愛
媛
県
の
徳
田
尋
常
高
等
小

学
校
が
昭
和
八
年
に
編
纂
し
た
﹃
德
田
校　

郷
土
國
語
讀
本
﹄
に
着
目
す
る₂
。

そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、「
郷
土
国
語
読
本
」
と
い
う
名
称
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、

国
語
科
へ
の
意
識
が
想
定
で
き
る
点
が
あ
る
。
ま
た
、
い
ま
一
つ
に
は
、
愛
媛

県
の
郷
土
教
育
へ
の
取
り
組
み
が
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と₃
が
あ
る
。
余
土
尋
常
高

等
小
学
校
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
昭
和
二
年
度
の
第
七
回
愛
媛
教
育
研
究

大
会
以
降
、
愛
媛
県
に
お
け
る
郷
土
教
育
の
研
究
と
実
践
が
本
格
的
に
出
発
し

た
。
こ
の
会
場
と
な
っ
た
余
土
尋
常
高
等
小
学
校
は
、
郷
土
教
育
の
体
系
化
が

未
だ
不
十
分
な
中
、「
い
わ
ば
、
当
時
の
郷
土
教
育
の
先
進
校
」（
桑
原
、
一
九

五
七
、
一
一
三
頁
）
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
じ
愛
媛
県

の
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
は
、
郷
土
国
語
読
本
の
内
容
の
充
実
に
繋
が
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
情
報
や
、
郷
土
国
語
読
本

が
編
纂
さ
れ
た
背
景
を
確
認
す
る
。
こ
の
際
、
一
九
七
一
年
に
郷
土
国
語
読
本

が
再
版
さ
れ
た
際
に
収
録
さ
れ
た
、
編
纂
に
携
わ
っ
た
当
時
の
教
員
陣
に
よ
る

回
想
も
参
照
す
る
。

　

次
に
、﹃
德
田
校　

郷
土
國
語
讀
本
﹄
の
内
実
を
、
言
語
的
側
面
に
関
す
る
特

徴
と
そ
の
他
、
内
容
的
な
特
徴
に
分
け
て
検
討
す
る
。
特
に
、
言
語
的
側
面
に

関
し
て
は
、
前
節
で
示
し
た
、
①
文
学
的
な
色
彩
、
②
読
本
と
し
て
の
性
格
や

綴
り
方
、
話
し
方
指
導
と
の
関
連
、
③
方
言
の
使
用
の
各
観
点
、
そ
し
て
④
そ

の
他
の
言
語
的
特
徴
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。

　

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
で
検
討
し
て
き
た
内
容
を
踏
ま
え
、
昭
和
初
期
の
郷
土

教
育
に
関
す
る
議
論
を
参
照
し
つ
つ
、
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
に
よ
る
郷
土
国

語
読
本
と
は
い
か
な
る
性
格
を
持
つ
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

3

　徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
読
本
編
纂
の
背
景

3
．
1
．
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
概
要

　

で
は
、
ま
ず
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
基
本
的
な
情
報
を
確
認
す
る
。
徳
田

尋
常
高
等
小
学
校
は
、
愛
媛
県
の
東
予
地
方
に
か
つ
て
あ
っ
た
周
桑
郡
徳
田
村

に
位
置
し
た
学
校
で
あ
る
。
徳
田
村
は
、「
昭
和
の
大
合
併
」
に
よ
り
丹
原
町
と

合
併
し
、
現
在
は
「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
り
西
条
市
と
な
っ
て
い
る
。
徳
田

尋
常
高
等
小
学
校
に
つ
い
て
、﹃
丹
原
町
誌
﹄
に
よ
れ
ば
、
昭
和
八
年
の
段
階
に

お
い
て
、
児
童
数
は
尋
常
科
三
四
四
名
、
高
等
科
八
六
名
の
計
四
三
〇
名
と
い

う
規
模
の
学
校
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
じ
く
﹃
丹
原
町
誌
﹄
に
よ
れ
ば
、
昭
和
八

年
に
「
郷
土
読
本
刊
行
。
国
語
研
究
大
会
（
芦
田
先
生
・
古
田
先
生
）」（
丹
原
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町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
、
一
九
九
一
、
一
〇
四
五
頁
）
が
行
わ
れ
、
ま
た
昭
和

一
〇
年
に
は
、「
芦
田
恵
之
助
先
生
来
校
講
演
会
（
参
加
者
四
百
名
）。
古
田
拡

先
生
研
究
授
業
」（
丹
原
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
、
一
九
九
一
、
一
〇
四
五
頁
）

が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校

は
、
郷
土
国
語
読
本
の
編
纂
を
含
め
、
国
語
教
育
へ
の
取
り
組
み
が
熱
心
に
行

わ
れ
た
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

3
．
2
．
読
本
編
纂
に
至
る
ま
で

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
校
で
郷
土
国
語
読
本
が
編
纂
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
ど

の
よ
う
な
流
れ
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
黒
河

健
二
（
二
〇
〇
一
）
が
あ
る
。

　

昭
和
七
年
頃
に
尋
常
高
等
小
学
校
の
高
等
科
の
副
読
本
と
し
て
、
当
時

徳
田
校
の
先
生
方
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。
実
は
作
成
の
苦
労
話
等
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
言
う
の
も
昭
和
四
十
三
年
に
徳
田
村
の
「
常
石

読
書
会
」
が
復
刻
版
を
作
成
し
た
折
、
昭
和
七
年
当
時
作
成
に
関
わ
っ
た

先
生
方
に
思
い
出
話
を
寄
稿
し
て
貰
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。（
黒
河
、
二
〇

〇
一
、
一
三
頁
）

　

こ
の
引
用
で
は
、
昭
和
四
三
年
に
読
本
の
復
刻
版
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
復
刻
版
の
あ
と
が
き
の
日
付
は
昭
和
四
六
年
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
あ
と
が
き
の
記
述
で
あ
る
昭
和
四
六
年
を

採
用
す
る
。
た
だ
、
こ
の
復
刻
版
に
は
確
か
に
当
時
作
成
に
携
わ
っ
た
教
員
陣

の
回
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
藤
田
佐
吉
（
一
九
七
一
）
は
、
当
時
郷

土
国
語
読
本
が
編
纂
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

昭
和
の
初
（
マ
マ
）
六
・
七
年
頃
、
初
等
教
育
界
に
郷
土
教
育
重
視
の
風

潮
が
膨
拝
（
マ
マ
）
と
し
て
興
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
徳
田
校
に
奉
職
し
て

い
る
私
達
も
、
何
と
か
し
て
副
読
本
と
し
て
使
用
出
来
る
よ
う
な
郷
土
読

本
を
作
り
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
。（
六
一
頁
）

　

つ
ま
り
、
世
の
郷
土
教
育
運
動
の
流
れ
を
受
け
て
、
郷
土
読
本
の
必
要
性
が

教
員
陣₄
に
共
有
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
夜
遅
く
ま
で
そ
の
編
纂
の
作
業
を
し
て

い
た
こ
と
に
よ
り
「
提
灯
学
校
の
異
名
が
」（
藤
田
、
一
九
七
一
、
六
一
頁
）
学

校
外
か
ら
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
教
員
陣
の
熱
意
が
あ
っ
た
こ
と
が
編
纂
に
繋
が
っ

た
の
で
あ
る₅
。

4

　『德
田
校

　郷
土
國
語
讀
本
』
の
内
実

4
．
1
．『
德
田
校

　郷
土
國
語
讀
本
』
の
概
要

　

で
は
、﹃
德
田
校　

郷
土
國
語
讀
本
﹄
は
ど
の
よ
う
な
読
本
で
あ
っ
た
の
か
。

こ
の
郷
土
国
語
読
本
は
上
・
中
・
下
巻
の
計
三
巻
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
三
・
四
年
用
、
五
・
六
年
用
、
高
等
科
用
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
各
巻
は

二
十
課
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
各
巻
の
目
次
は
、
表
1
の
通
り
で
あ
る₆
。

　

ま
た
黒
河
健
一
（
一
九
七
一
）
は
、
こ
の
郷
土
国
語
読
本
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
、「
毎
週
一
時
間
宛
郷
土
の
時
間
を
と
っ
て
此
を
教
え
た
。」（
五
九
頁
）
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
言
だ
け
見
れ

ば
、「
郷
土
科
」
の
よ
う
に
特
設
し
た
科
目
で
扱
わ
れ
た
よ
う
に
も
読
み
取
れ
る

が
、
こ
の
郷
土
国
語
読
本
が
国
語
教
育
の
一
環
と
し
て
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
は
、
国
広
素
英
（
一
九
七
一
）
が
「
郷
土
研
究
、
国
語
教
育
の
波
に

乗
っ
て
共
々
に
生
を
求
め
よ
う
と
全
校
挙
げ
て
の
熱
意
が
郷
土
国
語
読
本
上
、

中
、
下
三
巻
の
編
輯
と
な
っ
て
そ
の
燃
え
上
が
り
が
芦
田
恵
之
助
、
古
田
拡
、
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沖
垣
寛
三
先
生
を
お
迎
え
し
て
の
国
語
研
究
大
会
と
な
っ
」（
六
三
頁
）
た
と
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

4
．
2
．『
德
田
校

　郷
土
國
語
讀
本
』
の
教
材
と
し
て
の
性
格

　

で
は
、﹃
德
田
校　

郷
土
國
語
讀
本
﹄
の
各
教
材
に
は
、
ど
の
よ
う
な
性
質
が

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
言
語
的
側
面
に
関
す
る
特
徴
と
し
て
、

①
文
学
的
な
色
彩
、
②
読
本
と
し
て
の
性
格
や
綴
り
方
、
話
し
方
指
導
と
の
関

連
、
③
方
言
の
使
用
、
そ
し
て
、
④
そ
の
他
の
言
語
的
特
徴
と
し
て
文
体
に
関

す
る
こ
と
を
順
に
取
り
上
げ
る
。
そ
の
上
で
、
言
語
的
な
側
面
を
除
い
た
、
内

容
的
特
徴
を
検
討
す
る
。

4
．
2
．
1
．
言
語
的
側
面
に
関
す
る
特
徴

①
文
学
的
な
色
彩

　

ま
ず
は
文
学
的
な
色
彩
に
つ
い
て
で
あ
る
。
地
域
の
自
然
物
や
施
設
等
を
読

み
手
と
な
る
学
習
者
に
伝
え
よ
う
と
す
る
と
説
明
的
な
性
格
の
文
章
が
多
く
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
郷
土
国
語
読
本
の
中
で
文
学
的
な
性
格
は
、
地
域

を
題
材
と
し
た
詩
や
地
域
に
伝
わ
る
歌
、
和
歌
・
短
歌
や
俳
句
に
よ
っ
て
保
証

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
教
材
は
、
表
2
の
よ
う
な
採
録
状
況

で
あ
る
。
表
中
の
（
）
は
、

韻
文
が
教
材
の
一
部
と
し

て
登
場
す
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、

そ
の
「
地
域
」
の
中
で
著

名
な
土
地
で
あ
る
石
鎚
山

が
説
明
さ
れ
て
い
る
途
中

に
、
次
に
示
す
よ
う
に
石

鎚
山
を
詠
ん
だ
歌
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

表 1　『德田校　郷土國語讀本』各巻の目次
下巻 中巻 上巻

第一課　神社
第二課　小年團
第三課　渡部公廣
第四課　作業學校
第五課　おしぶの森
第六課　寺子屋から學校まで
　一　寺子屋
　二　學校
第七課　迷信
第八課　村の遺跡
第九課　俳句
第十課　德田村産業組合
第十一課　奉安殿
第十二課　興隆寺
第十三課　ラツパの響
第十四課　石槌山
第十五課　得能通綱
　一　贈正四位得能通綱公碑銘
　二　土居得能勤王歌
　　　（大西宗祐氏作）
第十六課　村治の變遷
　一　庄屋時代
　二　愛媛縣の成立
　三　周桑郡の成立
　四　德田村の誕生
第十七課　近況を師に報ずる文
第十八課　農村德田
第十九課　日露戰爭從軍記
第二十課　村の將來

第一課　忠魂碑
第二課　牛さん願
第三課　害虫驅除
第四課　總三ばい上げ
第五課　氏神樣
第六課　猫車
第七課　五社明神
第八課　九時の鐘
第九課　陸軍記念日
第十課　黒滝傳説
第十一課　西山詣で
第十二課　早起會
第十三課　用水池
第十四課　宮原龍山桐月
第十五課　村の一年
第十六課　黒滝神社
第十七課　もみすり
第十八課　叺織り
第十九課　動員令
第二十課　我が村の長所短所

第一課　大國旗
第二課　ユウカリ
第三課　子もりうた
第四課　ほたるがり
第五課　水車
第六課　お祭
第七課　山の上から
第八課　亥の子うた
第九課　かやかけ杉
第十課　火の用心
第十一課　常石山
第十二課　村の自轉車屋
第十三課　私どもの學校
第十四課　椀貸山
第十五課　補習學校
第十六課　大運動會
第十七課　椎拾ひ
第十八課　西山
　　一　觀音樣
　　二　お大師樣
　　三　三瀧
第十九課　まりつきうた
第二十課　私どもの村

表
2

　韻
文
教
材
の
数

詩
・
地
域
に

伝
わ
る
歌

上
︱
三
（
・
四
）・
八
・
十
九

中
︱
二
・
六
・
八
・
十
一
（
・

十
七
）・
十
八

（
下
︱
十
五
）

和
歌
・
短
歌

中
︱
十
五
、（
下
︱
十
四
）

俳
句

下
︱
九
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わ
す
れ
て
は
不
二
か
と
ぞ
思
ふ
こ
れ
や
こ
の
伊
豫
の
高
嶺
の
ゆ
き
の
あ
け
ぼ
の

 

西
行
法
師

海
原
に
立
つ
白
雪
と
見
え
つ
る
は
伊
豫
の
高
嶺
の
雪
に
ぞ
あ
り
け
る

 

熊
谷
直
好

 

（
下
︱
十
四
）

　

こ
の
と
き
、
著
名
な
出
身
文
学
者
が
い
な
く
と
も
、
文
学
的
な
色
彩
を
読
本

の
な
か
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

②
読
本
と
し
て
の
性
格
や
綴
り
方
・
話
し
方
と
の
関
連

　

次
に
、
読
本
と
し
て
の
性
格
や
綴
り
方
・
話
し
方
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ

る
。
第
三
期
国
定
教
科
書
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
見
ら
れ
た
、
児
童
に
擬
し
た

書
き
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
体
裁
を
と
る
教
材
は
、
こ
の
郷
土
国
語
読
本
に
お

い
て
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
に
示
す
「
上
︱
六
」
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

「
兄
さ
ん
、
お
宮
出
し
を
を
が
み
に
行
か
う
や
。」

と
、
弟
は
早
、
叔
父
さ
ん
か
ら
送
っ
て
い
た
ゞ
い
た
海
軍
服
を
き
て
、
私
の

ま
く
ら
も
と
を
は
ね
あ
る
く
。（
上
︱
六
）

　

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
各
巻
の
教
材
の
数
は
、
表
3
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
数
字
を
見
る
と
、
上
巻
で
児
童
に
擬
し
た
書
き
手
に
よ
る
教
材
が
採
用
さ

れ
て
お
り
、
発
達
段
階
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
よ
う
な
教
材
は
減
り
、
そ

の
代
わ
り
に
地
域
の
歴
史
や
事
柄
を
説
明
す
る
よ
う
な
教
材
が
増
え
て
い
く
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
価
値
的
な
教
訓
等
を
直
接
的
に
訴
え
る
の
で
は

な
く
、
共
感
的
理
解
を
求
め
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。
つ
ま
り
、
上
巻
に
お
い
て

は
、
そ
の
よ
う
な
手
立
て
に

よ
っ
て
郷
土
へ
の
肯
定
的
な
価

値
観
を
育
ん
で
い
こ
う
と
し
て

い
る
と
い
え
る
。
実
際
、
教
訓

を
直
接
的
に
訴
え
た
教
材
は
、

中
巻
終
盤
以
降
（
中
巻
：
二
十
、

下
巻
：
二
・
十
一
・
十
八
・
二

十
）
に
登
場
す
る
。
次
に
示
す

も
の
は
、
該
当
教
材
の
中
で
、

直
接
的
に
価
値
的
な
内
容
を
提

示
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

「
我
々
は
常
に
其
の
長
所
を
益
々
発
揮
す
る
と
共
に
、
又
常
に
其
の
短
所
を
反

省
し
て
、
之
を
矯
正
し
、
以
て
善
良
な
る
德
田
村
民
と
な
り
、
村
の
發
展
に

貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
中
︱
二
十
）

「
我
等
は
、
今
後
一
層
、
奮
勵
努
力
し
て
、
誇
り
あ
る
、
我
が
少
年
團
を
し
て
、

益
々
向
上
發
展
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
下
︱
二
）

「
私
共
は
、
朝
夕
此
の
奉
安
殿
を
拜
し
奉
る
と
共
に
、
勉
學
に
も
運
動
に
も
、

益
々
奮
勵
努
力
し
て
、
天
晴
、
日
本
の
少
年
少
女
と
な
り
、
陛
下
の
大
御
心

を
安
ん
じ
奉
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
下
︱
十
一
）

「
之
が
爲
村
で
は
産
業
組
合
を
設
け
、
農
會
を
置
き
鋭
意
農
業
の
改
良
充
實
に

力
を
注
い
で
ゐ
る
。
我
等
は
大
い
に
組
合
を
利
用
し
、
進
ん
で
農
會
の
指
導

を
受
け
、
益
々
農
業
を
盛
な
ら
し
め
、
以
て
我
が
德
田
村
の
向
上
發
展
を
は

か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」（
下
︱
十
八
）

表
3

　書
き
手
が
児
童
に
擬
し
た
形
式
の
教

材
数

巻

該
当
課

合
計
数

上巻

一
・
二
・
四
・
五
・
六
・ 

七
・
十
・
十
一
・
十
二
・ 

十
三
・
十
五
・
十
六
・
十 

七
・
二
十

₁₄

中巻

一
・
三
・
四
・
五
・
九
・ 

十
二
・
十
六
・
十
七

₈

下巻

四
・
十
一
・
十
七

₃
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「
我
等
は
此
の
組
合
を
中
心
と
し
て
、
我
が
村
の
向
上
發
展
に
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」（
下
︱
二
十
）

　

こ
れ
ら
の
引
用
か
ら
は
、
村
と
し
て
の
あ
り
方
、
ま
た
は
国
家
主
義
的
な
精

神
を
持
つ
こ
と
に
関
し
て
は
、
直
接
的
に
、
ど
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
説

い
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
は
、
中
巻
以
降
で

は
こ
の
よ
う
な
話
題
を
扱
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
こ
の
よ

う
な
文
体
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る₇
。

　

ま
た
、
綴
り
方
指
導
と
の
関
連
と
い
う
観
点
で
み
る
と
、「
下
︱
一
七
」
で
は
、

「
近
況
を
師
に
報
ず
る
文
」
と
し
て
、
範
文
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
う
る
手
紙
文

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

謹
啓
其
の
後
長
ら
く
御
無
沙
汰
を
致
し
て
居
り
ま
す
が
別
に
お
変
り
は
御
座

い
ま
せ
ん
か
お
伺
ひ
申
し
ま
す
（
中
略
＝
稿
者
）

向
寒
の
折
柄
御
身
御
自
愛
の
程
を
祈
り
ま
す
右
近
況
御
報
知
ま
で
敬
具

十
一
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
亀
勝
文

先
生
御
一
同
樣 

（
下
︱
十
七
）

ま
た
、
話
し
方
の
範
文
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
対
話
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
教
材

は
「
上
︱
十
五
」
の
み
で
あ
っ
た
。

「
兄
さ
ん
、
今
夜
も
補
習
學
校
に
行
く
の
で
す
か
」

「
さ
う
よ
、
今
夜
も
行
く
の
だ
。
日
曜
の
外
は
毎
晩
あ
る
。
し
か
し
、
ず
つ
と

せ
は
し
い
時
に
は
休
む
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。」

「
補
習
學
校
に
も
一
學
年
や
二
學
年
が
あ
る
の
で
す
か
。」

「
そ
れ
は
あ
る
よ
。」

「
兄
さ
ん
は
何
學
年
で
す
か
。」

「
僕
か
、
僕
は
研
究
科
三
年
だ
。
も
う
後
一
年
で
卒
業
す
る
の
だ
。」

 

（
上
︱
十
五
）

　

こ
の
よ
う
に
、
数
は
少
な
い
に
し
ろ
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
教
材
も
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

③
方
言
の
使
用

　

こ
の
読
本
に
お
い
て
方
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
下
︱
七
」
の
み
で
あ

り
、
比
較
的
少
な
い
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
生
活
に
根
ざ
し
た
言
語

を
用
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
方
言
矯
正
の
向
き
の
方
が
強
い
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。「
迷
信
」
と
い
う
名
の
「
下
︱
七
」
で
は
、
次
に
例
示
す
る
よ
う
に
、
地

域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
迷
信
が
一
七
個
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

一　

お
ん
び
き
に
小
便
を
か
け
た
ら
い
か
ん
。

二　

く
ち
な
に
指
を
さ
ゝ
れ
ん
。

三　

屋
敷
に
お
ん
び
き
が
居
つ
た
ら
よ
い
。（
下
︱
七
）

　

蛙
の
意
で
あ
る
「
お
ん
び
き
」、
蛇
の
意
で
あ
る
「
く
ち
な
」
や
、「
い
け
な

い
」
と
い
う
禁
止
の
意
で
あ
る
「
い
か
ん
」
な
ど
の
方
言
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

教
材
の
み
で
方
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
迷
信
」
は
、
家
庭
お
よ
び
地
域

で
年
長
者
か
ら
、
教
材
本
文
と
同
じ
、
方
言
が
使
用
さ
れ
た
形
で
提
示
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
他
の
教
材
に
お
い
て
は
、
登
場
人
物
同
士
の
対
話
も
方
言
が
使
用
さ
れ

ず
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
徳
田
村
に
住
む
学
習
者
に
と
っ
て
の
日
常
と
は
乖
離
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さ
れ
た
こ
と
ば
の
生
活
が
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

④
そ
の
他
の
言
語
的
特
徴

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
、
文
語
体
の
登
場
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

こ
の
郷
土
国
語
読
本
に
お
い
て
は
、
下
巻
に
の
み
、
文
語
体
に
よ
る
教
材
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。

我
が
國
に
は
古
く
德
川
時
代
よ
り
三
倉
制
度
無
盡
講
・
報
德
社
等
、
産
業
組

合
に
類
似
せ
る
制
度
あ
り
き
。
無
盡
講
は
、
特
に
便
利
調
法
な
る
を
以
て
、

今
尚
各
地
に
存
在
せ
り
。

我
が
國
の
産
業
組
合
は
故
品
川
彌
次
郎
子
及
び
、
平
田
東
助
伯
が
、
明
治
の

初
期
、
歐
洲
に
在
り
し
時
獨
逸
に
於
て
、
多
年
研
究
を
重
ね
、
歸
朝
後
、
幾

多
の
難
局
を
切
り
抜
け
、
遂
に
、
明
治
三
十
二
年
第
十
四
帝
國
議
會
の
協
賛

を
經
て
、
同
年
九
月
一
日
よ
り
實
施
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。（
下
︱
十
）

　

こ
の
よ
う
に
文
体
の
面
で
も
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

4
．
2
．
2
．
内
容
的
な
面
に
関
す
る
特
徴

　

で
は
、
次
に
内
容
的
な
面
に
関
す
る
特
徴
を
検
討
す
る
。
こ
の
際
、
花
輪
由

樹
・
池
田
匡
史
（
二
〇
一
九
）
が
提
示
し
て
い
る
、
現
在
的
視
点
で
の
「
地
域

の
実
態
を
把
握
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
（
中
略
＝
稿
者
）
多
彩
な
「
地
域
」

の
学
習
対
象
」
の
指
標₈
を
参
考
に
、
①
扱
わ
れ
て
い
る
「
地
域
」
の
範
囲
、
②

教
材
が
扱
っ
て
い
る
事
柄
の
時
間
軸
上
の
位
置
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。

①
扱
わ
れ
て
い
る
「
地
域
」
の
範
囲

　

ま
ず
、
内
容
的
な
面
に
関
す
る
特
徴
と
し
て
、
こ
の
郷
土
国
語
読
本
が
対
象

と
し
て
い
る
「
地
域
」
の
範
囲
は
ど
れ
ほ
ど
の
広
さ
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
検

討
す
る
。
表
4
は
、
教
材
本
文
に
登
場
し
て
く
る
地
名
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を

便
宜
上
、
徳
田
村
の
地
名
を
「
村
内
」、
周
桑
郡
の
地
名
を
「
郡
内
」、
愛
媛
県

の
地
名
を
「
県
内
」、
日
本
の
内
地
で
あ
っ
た
地
名
で
あ
る
「
国
内
」、
植
民
地

等
の
外
地
を
含
ん
だ
、
海
外
の
地
名
で
あ
る
「
国
外
」
に
振
り
分
け
、
登
場
す

る
教
材
の
課
番
号
と
教
材
総
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る₉
。

　

こ
の
表
4
を
見
る
と
、
上
巻
か
ら
下
巻
に
進
む
に
つ
れ
、
教
材
に
登
場
す
る

表
4

　教
材
に
登
場
す
る
地
名
の
広
が
り

村
内
（
古
田
・
高

知
・
安
用
な
ど
）

郡
内
（
周
布
・

吉
岡
・
國
安
な

ど
）

県
内
（
松
山
・

道
後
・
今
治
な

ど
）

国
内
（
安
藝

國
加
茂
郡
川

尻
・
大
阪
な

ど
）

国

外
（
旅

順
・
奉
天
・

滿
洲
・
朝
鮮

な
ど
）

上巻

五
・
六
・
七
・

八
・
十
一
・
十

四
・
十
八
・
二

十

₈

七
・
八
・

十
一
・
十

六
・
十
七 

・
二
十

₆

₀

₀

₀

中巻

一
・
六
・
七
・

九
・
十
一
・
十

二
・
十
三
・
十

五
・
十
七
・
十

八
・
十
九
・
二

十

₁₂

七
・
八
・

十
・
十
二 

・
十
三
・

十
五
・
十

七
・
二
十

₈

一
・
七
・

九
・
十
一 

・
十
三
・

十
四
・
十

五
・
十
七

₈

十
二
・

十
四

₂

五
・
九 

・
十
九

₃

下巻

一
・
二
・
三
・

四
・
五
・
六
・

八
・
九
・
十
・

十
二
・
十
三
・

十
五
・
十
六
・

十
八
・
二
十

₁₅

一
・
五
・

六
・
八
・

九
・
十
四 

・
十
五
・

十
六

₈

一
・
三
・

五
・
六
・

八
・
十
二 

・
十
四
・

十
五
・
十

六
・
十
九

₁₀

三
・
四 

・
八
・

十
四
・

十
五
・

十
六
・

二
十

₇

十
・
十

九
・
二

十

₃
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地
名
は
同
心
円
状
に
広
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
徳
田
村
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
土
地
に
も
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
巻
で

は
、
教
材
内
で
扱
わ
れ
る
事
柄
の
所
在
す
る
地
域
や
、
舞
台
と
な
っ
た
地
域
は
、

徳
田
村
を
中
心
と
し
て
、
遠
く
て
も
徳
田
村
の
外
で
は
あ
る
が
周
辺
の
地
域
と

な
っ
て
い
る
。
周
桑
郡
よ
り
外
の
地
名
は
登
場
し
な
い
。
そ
れ
が
、
中
巻
に
な

る
と
、
愛
媛
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
「
松
山
」
な
ど
の
地
名
も
登
場
す
る
。

ま
た
県
外
の
地
名
も
登
場
す
る
が
、
国
内
で
は
、「
伊
勢
神
宮
」「
皇
居
」「
江

戸
」「
京
都
」、
ま
た
国
外
で
は
、「
上
海
」「
旅
順
」「
奉
天
」「
滿
洲
」
と
、
国

の
中
心
で
あ
っ
た
土
地
以
外
で
は
、
天
皇
関
連
の
地
名
お
よ
び
、
時
局
に
関
わ

る
地
名
が
出
て
く
る
。
下
巻
で
は
、
天
皇
関
連
の
地
名
以
外
に
も
、「
安
藝
國
加

茂
郡
川
尻
」
等
、
国
の
中
心
と
は
言
え
な
い
が
、
徳
田
村
の
人
物
が
関
与
し
た

地
名
も
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ
は
国
外
で
も
「
歐
洲
」「
獨
逸
」
が
登
場
し
て
く

る
こ
と
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
下
巻
の
最
終
教
材
「
村
の
將
來
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
、
学

習
者
に
対
し
、
徳
田
村
か
ら
巣
立
つ
こ
と
を
考
え
る
よ
う
促
す
意
図
が
窺
え
る
。

徒
に
此
の
郷
土
に
の
み
止
る
こ
と
な
く
、
大
い
に
他
へ
雄
飛
し
て
自
己
の
將

來
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
京
・
大
阪
遠
く
は
北
海
道
・
朝
鮮
・

滿
洲
等
に
於
て
青
春
の
志
を
伸
ば
す
べ
く
努
力
し
つ
ゝ
あ
る
を
聞
く
時
、
い

ひ
知
れ
ぬ
快
感
を
覺
え
る
。
特
に
本
村
か
ら
は
、
か
の
米
國
に
ま
で
出
か
け
、

今
日
相
當
成
功
せ
る
人
の
多
い
こ
と
は
、
他
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
所
で
あ

る
。
此
の
氣
概
が
あ
つ
て
こ
そ
、
我
村
將
來
の
發
達
は
望
ま
れ
る
譯
で
あ
る
。

（
下
︱
二
十
）

　

こ
の
こ
と
は
、
船
越
亮
佑
（
二
〇
一
八
）
が
指
摘
し
た
、
昭
和
一
三
年
に
上

巻
が
発
行
さ
れ
た
合
科
的
な
「
地
方
版
国
定
教
科
書
﹃
東
北
読
本
﹄
は
、（
中

略
＝
稿
者
）
東
北
地
方
に
お
け
る
農
業
移
民
・
商
業
移
民
と
し
て
の
「
満
洲
」

移
植
民
を
推
奨
し
て
」（
三
八
頁
）
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

読
本
に
よ
っ
て
育
成
し
よ
う
と
す
る
学
習
者
像
は
、
そ
の
「
地
域
」
に
と
ど
ま

る
こ
と
で
は
な
く
、
地
域
へ
の
愛
着
を
持
ち
つ
つ
、
世
界
へ
羽
ば
た
く
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
植
民
地
を
開
拓
す
る
こ
と
を
含
む
と
い
う
面
に

お
い
て
国
是
で
あ
り
つ
つ
、
当
時
必
ず
し
も
良
好
な
関
係
と
は
言
い
が
た
い
、

米
国
へ
の
意
識
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
是
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
に
と
ど
ま

ら
な
い
思
想
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
国
家
主
義
的
な
内
容
が
多
い
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
冒
頭
教
材
で
あ
る
「
上
︱
一
」
で
、「「
あ
ゝ
、
り
つ
ぱ
だ
。
こ
ん
な
に

美
し
く
い
さ
ま
し
い
國
旗
は
ど
こ
の
國
に
も
な
い
で
せ
う
。」」
と
い
う
子
ど
も

の
登
場
人
物
の
発
言
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、「
下
︱
十
九
」
で
は
陸
軍
歩
兵
軍
曹

で
あ
っ
た
黒
河
熊
野
丞
氏
の
記
し
た
日
露
戦
争
の
従
軍
記
が
そ
の
ま
ま
教
材
と

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
黒
河
健
一
（
一
九
七
一
）

は
、
戦
後
に
は
学
校
か
ら
こ
の
郷
土
国
語
読
本
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
回
想
し
、

「
郷
土
読
本
の
中
に
は
進
駐
軍
に
見
ら
れ
て
は
都
合
の
悪
い
所
も
あ
っ
た
の
で
事

前
に
処
分
し
た
の
で
あ
ろ
う
。」（
五
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
郷
土
国
語

読
本
は
、
愛
郷
心
を
、
究
極
的
に
は
愛
国
心
に
広
げ
て
い
く
と
い
う
思
想
を
持

つ
も
の
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
・
中
・
下
巻
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
後
の
課
は
、
徳
田
村
に
関
す

る
教
材
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
注
目
す
べ
き

と
こ
ろ
は
、
村
の
長
所
だ
け
で
な
く
。
短
所
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
こ
と
で
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あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
村
を
客
観
的
に
捉
え
る
こ
と
を
学
習
者
に
求
め
て
い
る

も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、「
郷
土
」
の
範
囲
を
広
く
捉
え
て
扱

お
う
と
し
て
い
る
も
の
の
、
最
後
は
、
徳
田
村
へ
の
視
点
で
締
め
る
と
い
う
考

え
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

②
扱
っ
て
い
る
事
柄
の
時
間
軸
上
の
位
置

　

で
は
、
次
に
教
材
が
扱
っ
て
い
る
地
域
に
関
す
る
事
柄
は
、
時
間
軸
上
で
、

現
在
、
過
去
、
未
来
の
う
ち
、
ど
の
位
置
の
も
の
な
の
か
を
検
討
す
る
。
表
5

が
、
各
巻
の
各
課
が
扱
う
事
柄
の
時
間
軸
上
の
位
置
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

該
当
す
る
位
置
に
「
○
」
を
付
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
「
過
去
の
歴
史
を

扱
っ
て
現
在
の
村
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
」
よ
う
な
、
一
教
材
の
中
に
複
数
位

置
づ
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
は
ど
ち
ら
に
も
計
上
す
る
。
こ
の
と
き
、
重

き
が
置
か
れ
て
い
る
と
稿
者
が
判
断
し
た
場
合
は
、「
◎
」
を
付
し
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
を
見
る
と
、
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
、
ま
ず
は
上
巻
に
お
い

て
同
時
代
の
事
柄
を
扱
う
こ
と
か
ら
始
め
、
次
第
に
過
去
の
事
柄
に
も
力
点
を

置
き
、
下
巻
に
お
い
て
は
未
来
に
関
す
る
こ
と
も
扱
う
、
と
い
う
段
階
性
を
想

定
し
て
い
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

5

　徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
営
み
の
位
置
づ
け

　

で
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
に
よ
る
「
郷
土
国
語
読

本
」
は
、
当
時
の
郷
土
教
育
、
ま
た
郷
土
国
語
讀
本
の
編
纂
に
ま
つ
わ
る
議
論

に
照
ら
す
と
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

峯
地
光
重
・
大
西
伍
一
（
一
九
三
〇
）
は
郷
土
読
本
作
成
に
際
し
て
の
留
意

点
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

大
て
い
の
鄕
土
讀
本
の
類
は
鄕
土
の
誇
り
を
教
へ
る
こ
と
に
腐
心
し
、
所

と
人
に
よ
つ
て
は
、
鄕
土
教
育
と
は
鄕
土
の
誇
（
マ
マ
）
を
知
ら
し
め
る

こ
と
で
あ
る
と
誤
信
し
て
ゐ
る
。
甚
だ
し
い
迷
妄
で
あ
る
。
も
し
鄕
土
に

誇
る
べ
き
偉
人
・
老
農
な
く
、
誇
る
べ
き
名
産
、
名
勝
の
な
い
所
で
は
鄕

土
教
育
が
實
行
さ
れ
な
い
と
い
ふ
矛
盾
を
生
ず
る
で
は
な
い
か
。（
三
〇
九

頁
）

　

こ
の
考
え
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
も
郷
土
読
本
の
編
纂
が
成
立
し
う
る
こ

表
5

　各
教
材
が
扱
う
事
柄
が
位
置
づ
く
時
間
軸

課
一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
十一
十二
十三
十四
十五
十六
十七
十八
十九
二十

上巻
過去

◎

○

○

○

現在
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
○

○
○
○
○
○
○

未来
中巻

過去
○

○
○

○

○

○

○
○

○

現在

○
○
◎
◎
○

○

○
○
○
○

○
◎
◎
○

◎

未来

○

下巻
過去
○
○
○

○
○

○

◎
◎
○
◎
○
○
○

○

現在
○
○

○
○

○

○

◎

○
◎

◎

未来

○

○
○

○

○

○
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と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
佐
藤
末
吉
（
一
九
三
九
）
は
、

そ
の
編
纂
単
位
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

鄕
土
讀
本
は
各
鄕
土
、
即
ち
最
小
限
度
の
單
位
な
る
市
町
村
の
各
學
校
が

持
つ
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
然
る
に
現
在
編
纂
さ
れ
て
ゐ
る
諸
地
方
の
鄕

土
讀
本
は
、
府
縣
單
位
の
も
の
が
多
い
が
、
兒
童
に
讀
ま
せ
る
た
め
の
は

鄕
土
讀
本
と
し
て
は
範
圍
が
廣
き
に
失
す
る
。（
一
〇
八
頁
）

　

つ
ま
り
、
郷
土
読
本
が
学
校
単
位
で
編
纂
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
の
論
で
あ

る
。
こ
の
観
点
か
ら
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
営
み
を
性
格
づ
け
る
と
き
、
当

時
多
く
は
な
か
っ
た
学
校
単
位
の
編
纂
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
評
価
し
う
る
。

た
だ
、
編
纂
の
単
位
が
狭
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、

郷
土
国
語
読
本
の
内
実
と
し
て
は
、
国
家
主
義
的
な
精
神
を
涵
養
す
る
性
格
も

見
受
け
ら
れ
た
。
郷
土
教
育
運
動
に
関
す
る
研
究
で
は
、
郷
土
教
育
が
「
教
育

の
地
方
化
実
際
化
と
「
国
民
精
神
ノ
涵
養
」
と
い
う
二
つ
の
理
念
か
ら
提
唱
さ

れ
た
」（
伊
藤
純
郎
、
一
九
九
八
、
三
一
六
頁
）
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
徳

田
尋
常
高
等
小
学
校
の
営
み
も
、
最
終
的
に
愛
国
心
、
国
民
精
神
の
涵
養
に
ま

で
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
読
本
の
内
実
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
言
語
的
側
面
の
特
徴
を
確
認
し

た
。
大
西
伍
一
（
一
九
三
一
）
か
ら
は
、
種
々
の
郷
土
読
本
が
国
定
国
語
教
科

書
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
努
力
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

多
く
の
鄕
土
讀
本
は
編
輯
方
法
や
文
體
ま
で
も
力
め
て
國
語
讀
本
に
近
か

ら
ん
と
し
て
ゐ
る
。
而
も
虎
を
描
い
て
猫
に
類
す
る
譏
を
免
が
れ
難
い
も

の
が
多
い
。（
五
頁
）

　

徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
営
み
も
、
本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
大
き
く
は

そ
の
方
向
性
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
国
定
国
語
教
科
書
に
近
づ
け
よ
う
と
す

る
意
図
は
、
特
に
方
言
の
扱
い
方
に
見
ら
れ
る
。
佐
藤
は
、「
標
準
語
の
教
育
に

も
方
言
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
か
ら
出
發
す
る
こ
と
が
最
も
近
道
」（
一
〇
六
頁
）

で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
郷
土
教
育
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
と

し
て
い
る
。

方
言
は
寧
ろ
助
長
發
達
せ
し
む
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
小
學
校
の
教
育

に
於
て
も
方
言
を
尊
重
す
べ
し
と
の
議
論
さ
へ
あ
る
位
で
あ
る
。
こ
れ
が

鄕
土
教
育
鄕
土
化
の
思
潮
と
合
體
し
て
、
方
言
尊
重
の
一
つ
の
力
と
な
つ

て
ゐ
る
こ
と
も
あ
る
。（
一
〇
四
頁
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
郷
土
国
語
読
本
で
は
、
方
言
の

登
場
が
極
め
て
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
定
国
語
教
科
書
に
近
づ

け
よ
う
と
し
た
意
図
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
方
言
で
は
な
く
「
標
準

語
」
を
意
識
し
て
い
た
と
捉
え
る
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
民
精
神
の
涵

養
を
目
指
し
た
意
図
を
示
す
も
の
と
し
て
も
解
釈
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
₄
節
で
検
討
し
た
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
内
容
に
関
連
し
て
、
佐
藤

は
、
当
時
編
纂
さ
れ
た
郷
土
読
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
た
。

時
間
的
（
歴
史
的
）
に
考
へ
れ
ば
次
の
三
つ
の
場
合
が
あ
る
。

₁　

故
人
の
文
章
又
は
過
去
に
關
す
る
材
料
の
み
を
集
め
る
。

₂　

現
代
に
關
す
る
材
料
の
み
を
集
め
る
。

₃　

過
去
及
び
現
在
に
關
す
る
も
の
。

空
間
的
（
地
理
的
）
に
考
へ
れ
ば
、

₁　

行
政
區
劃
と
し
て
の
町
村
に
關
し
た
材
料
の
み
を
集
め
る
。（
村
民
讀

本
）

₂　

町
村
を
中
心
と
し
、
生
活
に
關
係
あ
る
地
方
の
一
般
的
な
材
料
も
採
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る
。（
地
方
讀
本
）

₃　

何
村
、
何
縣
と
い
ふ
地
域
と
は
關
係
な
く
、
一
般
に
農
村
の
發
生
や

農
民
の
生
活
に
關
す
る
材
料
を
蒐
め
た
も
の
。（
農
民
讀
本
）（
二
二
頁
）

　

こ
の
佐
藤
の
分
類
は
、
郷
土
、
地
域
の
こ
と
を
扱
う
際
に
、
ど
の
よ
う
な
事

柄
を
、
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
扱
う
の
か
と
い
う
、
実
践
現
場
レ
ベ
ル
で
の
問
い

に
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
こ
で
佐
藤
が
示
し
た
分
類
と
徳
田
尋
常

高
等
小
学
校
の
営
み
と
を
比
較
す
る
と
、
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
郷
土
国
語

読
本
は
、
表
5
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
時
間
的
に
は
未
来
に
関
す
る
内
容
を
取

り
扱
っ
た
と
い
う
点
で
特
徴
を
持
つ
も
の
と
い
え
、
空
間
的
に
は
、
行
政
区
画

に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
「
町
村
を
中
心
と
し
、
生
活
に
關
係
あ
る
地
方
の
一
般

的
な
材
料
」
を
扱
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
佐
藤
は
、「
假
り
に
鄕

土
讀
本
を
作
る
に
際
し
て
も
、
雜
然
た
る
資
料
の
集
積
で
は
な
し
に
、
何
等
か

の
系
統
あ
る
プ
ラ
ン
に
よ
る
こ
と
が
出
來
れ
ば
幸
で
あ
る
。」（
一
三
頁
）
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
「
何
等
か
の
系
統
」
を
持
っ
た
プ
ラ
ン
へ
の
志
向
が
垣
間
見

え
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

6

　結
語

　

以
上
、
本
稿
で
は
愛
媛
県
の
徳
田
尋
常
高
等
小
学
校
に
よ
る
「
郷
土
国
語
読

本
」
の
営
み
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
の
読
本
は
、
韻
文
教
材
を
多
く
取
り
入
れ

る
こ
と
で
文
学
的
色
彩
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
形
式
面
で
は
国
定
国
語
教

科
書
に
近
い
性
質
を
持
ち
、
内
容
面
で
も
空
間
軸
、
時
間
軸
の
観
点
に
お
い
て

意
図
を
持
っ
た
教
材
配
列
が
な
さ
れ
て
い
た
。
学
校
単
位
で
の
郷
土
国
語
読
本

の
編
纂
と
い
う
営
み
は
、
当
時
に
お
い
て
も
多
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ

だ
け
に
、
価
値
あ
る
事
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
内
容
、
特
に
編
纂
の
方
法
的
側
面
は
、
平

成
二
九
年
版
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
「
各
学
年
の
内
容
」
の
「
我

が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
」
に
お
い
て
、
使
用
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る

教
材
の
例
に
「
地
域
」
に
言
及
し
た
も
の
の
数
が
増
加
し
、
地
域
の
言
語
文
化

を
重
視
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
現
代
の
教
育
実
践
、
教
材
開
発
に
お
い
て
も
示
唆

を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
の
課
題
と
し
て
は
、
こ
の
読
本
を
用
い
た
学
習
が
い
か
な
る
形
で
展
開

さ
れ
て
い
た
の
か
を
追
究
す
る
こ
と
に
あ
る
。

【
注
】

₁　

井
上
敏
夫
編
（
一
九
八
一
）
は
、「「
文
学
的
教
材
」
の
比
重
が
重
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
点
に
こ
の
時
代
の
文
学
主
義
的
傾
向
の
繁
栄
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
」（
三
三
三
頁
）
と
し
て
い
る
。

₂　

編
纂
さ
れ
た
昭
和
八
年
は
、
国
定
国
語
教
科
書
が
巻
一
・
巻
二
の
み
第
四

期
に
移
っ
た
年
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
学
年
は
、
本
稿
で
取
り
扱
う
﹃
德
田

校　

郷
土
國
語
讀
本
﹄
の
対
象
学
年
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
編

纂
時
点
で
﹃
德
田
校　

郷
土
國
語
讀
本
﹄
と
国
定
教
科
書
と
の
間
に
関
連
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
第
三
期
と
の
間
の
も
の
で
あ
る
。

₃　

愛
媛
県
教
育
セ
ン
タ
ー
内
教
育
史
編
集
室
（
一
九
七
一
）
で
は
愛
媛
県
に

お
い
て
郷
土
教
育
は
昭
和
十
年
代
中
頃
ま
で
発
展
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
三

九
八
頁
）。

₄　

当
時
の
教
員
陣
は
、
校
長
の
玉
井
幸
恵
、
国
広
素
英
、
十
亀
フ
ジ
子
、
鎌

田
雅
代
、
真
鍋
龍
一
、
黒
河
健
一
、
菅
友
吉
、
藤
田
佐
吉
の
八
名
で
あ
る
。
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₅　

黒
河
健
一
（
一
九
七
一
）
は
、
各
巻
の
目
次
の
決
定
の
流
れ
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
〴
〵
の
巻
に
必
要
だ
と
思
う
題
目
を
各
人
が
提
出
し
、
そ
れ
を
全

部
謄
写
刷
に
し
て
各
人
に
配
布
す
る
。
各
人
は
そ
れ
に
つ
い
て
よ
く
考

え
自
分
で
は
此
が
最
も
よ
ろ
し
い
と
思
う
も
の
を
全
体
の
中
か
ら
選
び

出
し
全
部
の
意
見
を
ま
と
め
る
。
全
員
が
賛
成
し
た
題
目
は
第
一
回
の

パ
ス
で
あ
る
。
次
に
全
員
一
致
で
は
な
い
が
、
自
分
で
は
此
の
巻
に
つ

い
て
は
此
の
題
目
が
是
非
必
要
で
あ
る
と
信
ず
る
も
の
が
あ
る
時
は
、

そ
の
理
由
を
説
明
し
全
員
が
納
得
し
て
賛
成
し
て
く
れ
た
も
の
が
二
次

決
定
の
題
目
で
あ
る
。（
五
七
頁
）

₆　

以
降
で
は
、
読
本
の
教
材
を
指
し
示
す
際
、
た
と
え
ば
上
巻
の
第
八
課
の

教
材
で
あ
れ
ば
、「
上
︱
八
」
と
示
し
、
本
文
を
引
用
す
る
際
も
こ
の
示
し
方

を
用
い
る
。

₇　

各
教
材
が
ど
の
教
員
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
の
か
が
明
確
で
な
い
が
、
そ

の
文
体
か
ら
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
教
材
は
同
一
人
物
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た

と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
、
教
員
陣
の
合
意
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

読
本
編
纂
の
意
図
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

₈　

花
輪
・
池
田
（
二
〇
一
九
）
で
は
、「
A.
過
去
・
B.
現
在
・
C.
未
来
と
い
っ

た
①
時
間
軸
の
学
習
や
、
a.
市
区
町
村
・
b.
都
道
府
県
・
c.
国
内
と
い
っ
た

「
物
理
的
距
離
」
と
し
て
の
②
空
間
軸
に
加
え
、
α.
親
し
み
・
β.
疎
遠
・
γ.
忌

避
と
い
っ
た
「
心
理
的
距
離
」」（
五
四
頁
）
の
三
観
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
「
心
理
的
距
離
」
に
つ
い
て
は
、
学
習
者
視
点
の
事
柄
で
あ
る
た

め
、
読
本
の
み
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

₉　

な
お
「
瀬
戸
内
海
」
や
「
四
国
」
等
、「
県
内
」
に
も
「
国
内
」
に
も
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、「
県
内
」
に
そ
の
一
部
が
か
か
っ
て
い
る
と

い
う
判
定
を
行
っ
た
。
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献
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